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栄養過剰が高血圧、高脂血症、糖尿病まどを通じて動脈粥状硬化性疾患の

進展K寄与して居b、日本もまた西洋先進国並みK虚血性心疾患の増加する

ととが危倶されている。食餌中のコレ X テローノレが血清コレステロ ルの上

昇を金こすととは先づ当然と考えられるが、食餌中の飽和脂肪酸、等K牛乳脂

肪中K多いミリスチ y 酸、パルミチン酸も肝臓でのコレステロール合成を允

進させること Kよって血清コレステロ ノレを増加させるというデ タがある。

但し乳汁中には逆Kコレステロールを抑える物質もあ担、牛乳の形で摂取さ

れた脂肪分がコレステロール上昇Kどの程度寄与するか、特K日本人の場合

データは左い。また、食餌中のコレステロ ルの場合も同様であるが、個人

の体質が大きく影響するととも否定出来在い。己れらを明らかKするととを

最終目標として、今回は牛乳負荷Kよって一般健常者の血清脂質がどの程度

影響されるかを調査した。
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方法

一般健常人 12名(男・女各 6人)を対象とし、 ζ れを 2群(男・女各 3

人)に分けた。 2週間毎K血清脂質、アノレプミン、 Ca、 P 在どを測定する

とととした。 4週の前観察期間後、 A群 Kは毎日 LL牛乳(2 0 0 ml ) 

1本を与え、 B群はとれまでと同様の食生活をつづける様指示した。(第 I

期)4週の後、 A群は牛乳負荷を中止して後観察期とし、他方B群Kは牛乳

2本/日を飲み、ほ Yそれに相当するカロリーで他の食品を減らす様K指示

した(第 E期)。第 E期 4週の後実験を終了した。

結果

1) 牛乳負荷Kよる血清脂質値の変化(表 1) 

A群 6人中 3人K台 hて、牛乳 200ml飲用K伴って明らか在血清コレ

ステローノレ値の上昇を認めた(190→220、245→260、179→204)。

その結果 6人の平均値ば 208土23mg/d 1から 224士28mg/d 1と増加

じたが、群全体としてはvariationが大きいため有意の変化では在かっ

た。

コレステロールの増加はHDL分函、 LDL+VLDL分画の双方K見

られた。乙の期間中、対照としたB群の中Kもコレステロールの増加を見

た例があったが(166→181、180→196、209→226) 、平均として

の増加度はA群を下まわった。

B群K牛乳 400mlを1日2回K分けて負荷した場合(第 E期)、コレ

ステロールの増加は全〈見られ左かった。個人的K見て増加したものは 2

例(第 I→E期で、 190→206、200→208)のみで、逆K低下した例

もあった。但し全例軽度の胃腸障害(腹がはる、軟便傾向)を訴えた。

a 牛乳負荷時の血清アノレプミ Y 、Ca、Pii直(表 2) VC示ナ如〈、とれらの
値は牛乳飲用の影響を全く受け在かった。
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考察

A群では牛乳 1本飲用は普段の食餌K加えての余分の栄養を供給する形で

与之られたのに対し、 B群では牛乳 2本分だけ他の食品を減らす様K指示さ

れ、またそうで在〈ても胃腸障害のため自然、に食餌が減ったという人が殆ん

どであった。 A群iCPけるコレステロ ，レの増加K対して B群で増加の左か

ったのはとの様在総カロワ の違いKよると考えられる。牛乳1本 200ml 

中の脂肪量は 6~7g ìC限られているため、たとえカロリーを一定Kナるや

b方をしてもとの程度の対象数では有意の差を得ることは困難と判断された。

また胃腸障害Kついては慣れの問題もあるので、まづ 1日1本から始めて漸

次増やして行くやb方が、特K日本人の場合必要で左 hかと思われる。今後

の方針としては、とれら対象のうちコレステロ ノレの上b易い人とそうで在

h人在選んで長期の観察を行うことが必要であろう。
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表 1 牛乳負荷による血清コレステロ ノレ値の変化

( A 群) 総コレステロール HDLコレステローノレ
LDL十VLDL
コレステロ ノレ

(I) 前観察期 209土30rn島/dl 65土18 143土21

208土23 67士16 141土18

叶牛乳1本負荷| 224土28 73土20 152土19

212士27 68土19 145士27

佃) 後観察期 206土17 66士15 139土23

216土16 71土21 145士l¥3

( B 群) 総コレステロール HDLコレステロ レ
LDL+VLDL 
コレステロール

(I) 前観察期 184土29rng/dl 59士12 125土29

185士14 65士14 118土18

(肪 A 群の対照 188士25 70土15 119士22

195士23 70士16 125土22

佃)I牛乳 2本負荷| 191士32 66士16 124士29

186士19 71土11 115士21
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表2 牛乳負荷時の血清アノレデミン、 Ca、P値

( A 群) アルブミン Ca P 

(I) 前観察期 4.4土0.2g/d 1 4.6土0.2 3.7土0.4mg/d 1 

4.4土0.3 4.4土 0.2 3.6土0.5

但)I牛乳 1本負荷| 4.5士0.3 4.7土0.2 3.8土0.4

4.3土0.2 4.5土0.1 3.5土0.3

ω 後観察期 4.3土 0.3 4.6土O目2 3.5土0.5

4.5土0.3 4.6土0.2 3.7土0.4

( B 群) アルブミ y Ca P 

(J) 前観察期 4.3士0.2 4.4土0.2 3.8土0.4

4.4土0.2 4.4士0.1 3.8土0.7

(ll) A群の対照 4.5士0.3 4.5士0.1 3.8土0.4

4.3土0.2 4.5土0.3 3.5土0.4

ω|牛乳 2承負荷| 4.4士0.3 4.5士0.3 3.6土0.2

4.3土0.2 4.5土0.2 3.5土0.5
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